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新学期の県立学校における新型コロナウイルス感染防止対策の徹底について（通知） 

 

  このことについて、別紙のとおり県立学校長あて通知しましたので、参考にしてください。 
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ワクチンの副反応について（3回目接種後の症状）

・追加接種後の副反応の発生頻度は２回目接種とほぼ同じでした（75～80%）
・1回目・２回目接種の時と同様に接種翌日の報告が多いようです
・副反応のほとんどは軽度から中等度でした

長 野 県

重症化リスクの高い方やお子さまと

同居するご家族等へのワクチン接種のす めゝ

● 追加接種により、オミクロン株に対しても感染予防効果が回復することが報告されています

● 追加接種により、オミクロン株に対する発症予防効果、重症化（入院）予防効果も回復すると報告
されています

● 追加接種により、ご自身の症状を抑えることは入院による医療への負荷を防ぐことにもつながります

出典：CDC:MMWR.October1,2021/70(39);1379-1384

※様々な理由により、ワクチンを接種することができない方もいらっしゃいます。接種の強要や、不利益な取扱いなど、
ワクチン接種に関する差別を行うことのないよう、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

家庭内での重症化リスクの高い方への感染や、家庭から職場、学校・保育施設等への
感染拡大を抑えるためにも、ワクチン接種をご検討ください。

感染リスクが高くなっているいま、職場など社会生活の中でも感染する可能性があります。
感染し、重症化しないためにも、ワクチン接種をご検討ください。

現在、県内に医療非常事態宣言が発出されています。重症化リスクの高い方等、必要
な方が必要な時に医療を受けられる社会であるためにも、ワクチン接種をご検討ください

身近な方を守るために

自分自身を守るために

医療を守るために

現在の感染状況においては、可能な限り多くの方がワクチンの接種を受けることが大切です。

特に、子どもや高齢者、基礎疾患を有する方と同居されているみなさまは、

積極的に早期のワクチン接種のご検討をお願いします。

R4  .  ８.  ８現在

0

20

40

60

80

12～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～64歳 65歳以上

◆ 感染力の強いオミクロン株BA.5系統への置き換わり

◆ 新規陽性者数が急増、医療非常事態宣言が発出

◆ 若者を中心に陽性者が急増

長野県内の感染状況
● これまでで最も感染リスクが高い状態

● 家庭内感染に注意が必要

● 高齢者や基礎疾患を有する方等、重症化リスクが

高い方へ接する際の感染対策が重要

◆ 50代以上の年代では8割以上の方
が3回目接種済

（％）

◆ 一方、10代は４割、20、30代は
５割ほどの接種率

【県内の年代別３回目接種状況】
※接種率は対世代人口により算出（R4.８.１時点）

長野県設置の
接種会場予約ページ

長野県ワクチン接種相談センター

TEL 026-235-7380(24時間無休)
FAX 026-403-0320(土日祝日除く9:00～17:00)

市町村における接種の
詳細については、
お住まいの市町村へ
お問い合わせください。

ワクチン接種に関する不安や副反応について

（厚生労働省） （長野県）

接種の予約について

医療非常事態宣言発出中

©長野県アルクマ
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県立学校長 様 

 

教  育  長 

 

新学期の県立学校における新型コロナウイルス感染防止対策の徹底について（通知） 

 

 県立学校においては、別添（写）の令和４年８月８日付け教育長通知「「医療非常事態宣言」

の発出に伴う県立学校の対応について」に基づき感染防止対策を実施しているところですが、

同通知の感染防止対策について、新学期にあたり特に留意してください。 

また、学校教育活動の継続と医療への負荷を軽減するため、当分の間、ガイドラインの内

容に関わらず、別紙１「「医療非常事態宣言」発出にあたってのお願い」に協力するとともに、

下記の基本的な感染防止対策等を徹底してください。 

 なお、上記の通知でも依頼しておりますが、ワクチンの追加接種により、オミクロン株に

対しても感染予防効果が回復することが報告されていることから、感染拡大による学校生活

への影響を可能な限り少なくするためにも、別添のチラシを活用してワクチン接種を検討す

るよう児童生徒や保護者に周知願います。 

 

記 

 

１ 基本的感染防止対策の徹底 

（１）検温等健康チェック 

・必ず自宅で検温（朝晩）する。 

・体調に異変を感じた場合は、自宅で休養する。 

（医療機関への相談・受診は、「「医療非常事態宣言」発出にあたってのお願い」１の（１）

に基づいて行う。） 

  ・健康チェックカードや健康観察アプリを活用する。 

  ・登校後すぐに、教職員が健康チェックカード等の確認を行う。 

（２）手洗い・手指消毒、換気、三密の回避を徹底する。 

（３）マスクの着用 

  ・マスクは鼻と口を確実に覆い、隙間ができないよう正しい方法で着用する。 

  ・不織布マスクを推奨する。 

  ・令和４年６月 30 日付け教育長通知「学校生活における児童生徒のマスク着用について」

に基づいて決定した各学校における「マスク着用が必要ない場面」においては、児童

生徒にマスクを外すよう推奨する。 

 

 



２ 学校が保有する検査キットの活用について 

学校教育活動の継続のため、次の場合は、学校が保有する抗原定性検査キット（「体外診

断用医薬品」と表示されているもの）により学校の判断で検査を行う。 

なお、検査にあたっては、文部科学省から配布された抗原定性検査キットを優先して使

用し、不足する場合には「学校等における感染症対策等支援事業補助金」を活用して購入

すること。（「抗原定性検査キット」及び「学校等における感染症対策等支援事業補助金」を

活用することについては、文部科学省に確認済み） 

検査の対象となる場面 対象者 

学校内で感染者が複数確認された場合 関係する教職員 

学校等でクラスターが多発する場合 教職員 

 ※検査の対象となる場面については、文部科学省との調整が済み次第、順次追加する予定 

 

３ 若年軽症者登録センターの利用について 

医療機関の負担軽減のため、重症化リスクが低いと考えられる 20～30 代で、医療機関を

受診しない有症状者向けに、WEB での申請により県が抗原定性検査キットを配布し、陽性

になった方を WEB により陽性者として登録する「若年軽症者登録センター」を県が設置し

ました。 

  対象となる教職員及び生徒は、別紙２「新型コロナウイルス感染症「若年軽症者登録セ

ンター」を設置します」（プレスリリース）を参照して利用を検討してください。 

 

 

 

 

高校教育課管理係 
（課長）服部靖之 （担当）志津千代子 
電話 026-235-7430（直通）内線 4364 
FAX  026-235-7488 
E-mail koko@pref.nagano.lg.jp 

特別支援教育課指導係 
（課長）酒井和幸 （担当）勝又和彦 
電話 026-235-7456（直通）内線 4372 
FAX  026-235-7459 
E-mail tokubetsu-shien@pref.nagano.lg.jp 

学びの改革支援課高校教育指導係、義務教育指導係 

（課長）曽根原好彦（担当）廣田昌彦、臼井学 
電話 026-235-7435（直通）内線 4390 
FAX  026-235-7495 
E-mail kyogaku@pref.nagano.lg.jp 

保健厚生課保健・安全係 
（課長）永岡 勝  
（担当）中島広介 小田切優美 梅本絵里 
電話 026-235-7444（直通）内線 4447 
FAX  026-234-5169 
E-mail hokenko@pref.nagano.lg.jp 

スポーツ課学校体育係 
（課長）北島隆英 （担当）酒井修一 
電話 026-235-7448（直通）内線 4465 
FAX  026-235-7476 
E-mail sports-ka@pref.nagano.lg.jp 
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「医療非常事態宣言」発出にあたってのお願い 

 

令和４年８月８日 長野県知事 阿部 守一 
 
新型コロナの新規陽性者数の急増により、医療（外来、入院）への負荷が増大しています。 

必要な方が適切な医療を受けられる状態を維持するため、医療への負荷をできるだけ抑制する

ことが重要です。また、生活や経済を維持するためには、これ以上の感染拡大を防ぐことが必要

です。ついては、特に次の点について皆様のご協力をお願い申し上げます。 

 

１ 医療への負荷を軽減するためのお願い 

(1) 有症状（のどの痛み、せき、発熱など）の方へ 

◎ 重症化リスクが低い方（65歳以上、基礎疾患がある、妊婦、ワクチン未接種以

外の方） 

→ 軽症の場合は、まずは自宅での健康観察をご検討ください。 

なお、水が飲めない、ぐったりして動けない、呼吸が苦しい、乳幼児で顔色が

悪い等、症状が重い場合は速やかに医療機関にご相談ください。 

○  軽症の場合はあわてて医療機関を受診する必要はありません。 

外出を控え、市販薬（総合風邪薬、解熱剤など）を服用し、しばらく自宅で健

康観察することを検討してください。なお、症状が軽快した場合も発症から 1週

間程度は健康観察と感染拡大防止に御配意ください。 

○ 症状の改善が見られない場合は、休日夜間の医療機関への負担を軽減するた

め、できるだけ平日にかかりつけ医や近隣の医療機関を受診してください。ま

た、軽症での救急外来受診は、可能な限り避けてください。 
 

→ 受診前の自己検査にご協力ください。 

○ 医療機関受診前に市販されている抗原定性検査キット※による自己検査をで

きるだけ行っていただくようお願いします。また、医療機関がひっ迫している

等の場合には、受診する医療機関から配布される場合もありますので、自己検

査にご協力ください。 

※ 抗原定性検査キットは「体外診断用医薬品」と表示されたものをお使いください。 

 

→ 20〜30代の方は、WEBでのキット申し込み・陽性確定ができます。 

なお、20～30代のうち、軽症で、医療機関を受診しない予定の方は、WEBか

ら抗原定性検査キットの送付の申込みができます。配付した抗原定性検査キッ

トでの検査の結果陽性となった方は、WEB からの申請により医療機関を受診せ

ず陽性を確定する若年軽症者登録センター（８月 10 日設置予定）をご利用くださ

い。 

 

◎ 重症化リスクが高い方（65歳以上の方、基礎疾患がある方、妊婦、ワクチン未

接種の方） 

→ 速やかに診療・検査医療機関等※へ相談の上、受診してください。 

※ かかりつけ医等身近な医療機関や診療・検査医療機関 

別紙 

診療・検査 
医療機関 

別紙１ 
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(2) 重症化リスクが高い方及びその同居者等の方へ 

○ 重症化リスクが高い方及びその同居者・身近で接する方は、感染リスクが高い場

面・場所をできるだけ避けてください。 

４回目のワクチン接種がお済みでない方は特にご注意ください。 

 

(3) ワクチン接種を検討してください 

○ 60歳以上の方、基礎疾患のある方等、医療従事者・高齢者施設の 

従事者等で３回目接種から５か月経過した方は、重症化予防につながる 

４回目のワクチン接種を積極的に検討してください。 

○ この夏、帰省や旅行をされる方、お祭り等に参加される方、中学・高校等の生

徒及びそのご家族など、若い世代の皆様も、感染リスクを下げるための３回目まで

のワクチン接種を積極的にご検討ください。 

 

２ 感染拡大防止等のお願い  

(1) 基本的な感染防止対策を徹底してください 

○ 手洗い・手指消毒、換気、三密の回避を徹底してください。 

特に、エアコン使用時や自家用車内でもこまめに換気してください。 

○ 会食の際は、「新たな会食のすゝめ」を徹底してください。 

のどの痛み、せき、発熱などの症状がある場合は会食に参加しない・ 

させない、マスク会食や黙食、大声での会話や長時間の利用を控える 

など、対策を徹底してください。 

同窓会や親族の集まりなど普段会わない方との会食は特に気を付けてください。 

○ 旅行の際は、「新たな旅のすゝめ」を徹底してください。 

感染リスクが高い行動はできるだけ控え、訪問先の都道府県等からの 

呼びかけに注意して行動してください。 

 

(2) 無料検査をご活用ください 

○ 旅行や帰省の際は、出発前に各都道府県で設置している無料検査所等をご活用い

ただいたうえでお越しください。 

なお、県内でも、お盆期間中に長野駅及び松本駅前に臨時の検査拠点を設けるほか、

薬局等の拠点でも検査が可能ですので営業日を確認の上ご活用ください。 

（検査が陰性でも感染していない確実な保証にはなりません。また、検査キットの結

果の有効期限は検査日から 1 日以内とされていますので、マスク着用等の感染防止

対策は継続してください。） 

 

(3) 食料や市販薬の備蓄をお勧めします 

○ 自宅での療養に備え、３日分程度の食料や市販薬の備蓄をお勧めします。 

（注：必要な方には県から食料品の配付を行いますが、お手元に届くまで２日程 

度かかることがあります。） 

旅のすゝめ 

会食のすゝめ 

ワクチン 
県接種会場 
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３ 事業者の皆様へのお願い  

(1) 医療機関や保健所の負担軽減への協力をお願いします 

○ 従業員等が療養を開始するにあたり、当該従業員等から医療機関等が発行する

検査陽性の証明書等の提出を求めないでください。 

○ 陽性また濃厚接触者となった従業員等が職場復帰するにあたり、医療機関等に

よる検査陰性の証明書等の提出を求めないでください。 

 

(2) イベント開催時の感染対策を徹底してください 

○ イベントの開催にあたっては、人と人との間隔の確保、屋内での換気、飲食を

伴う場合は飲食店に求められる感染防止策等を踏まえた十分な対策を行うことな

どの感染対策を改めて徹底してください。なお、十分な対策が困難な場合には、

開催内容等の再検討をお願いします。 

 

 

 







0

20

40

60

80

12～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～64歳 65歳以上

ワクチンの副反応について（3回目接種後の症状）

・追加接種後の副反応の発生頻度は２回目接種とほぼ同じでした（75～80%）
・1回目・２回目接種の時と同様に接種翌日の報告が多いようです
・副反応のほとんどは軽度から中等度でした

長野県設置の
接種会場予約ページ

長 野 県

生徒・学生 ご家族等への
３回目のワクチン接種のす めゝ

出典：CDC:MMWR.October1,2021/70(39);1379-1384

※様々な理由により、ワクチンを接種することができない方もいらっしゃいます。接種の強要や、不利益な取扱いなど、
ワクチン接種に関する差別を行うことのないよう、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

長野県ワクチン接種相談センター

TEL 026-235-7380(24時間無休)
FAX 026-403-0320(土日祝日除く9:00～17:00)

市町村における接種の
詳細については、
お住まいの市町村へ
お問い合わせください。

現在、県内に医療非常事態宣言が発出されています。重症化リスクの高い方等、必要な
方が必要な時に医療を受けられる社会であるためにも、ワクチン接種をご検討ください。

ワクチン接種に関する不安や副反応について

（厚生労働省） （長野県）

接種の予約について

医療を守るために

県内では、10～40代の新型コロナワクチン3回目の接種率は比較的低い状況です。

3回目未接種の方は、夏休み期間を活用し、改めて積極的なワクチン接種の

ご検討をお願いします。

◆ 感染力の強いオミクロン株BA.5系統への置き換わり

◆ 新規陽性者数が急増、医療非常事態宣言が発出

◆ 若者を中心に陽性者が急増

長野県内の感染状況

R4  .  ８ .  ８現在

©長野県アルクマ

● これまでで最も感染リスクが高い状態

● 家庭内感染に注意が必要

● 高齢者や基礎疾患を有する方等、重症化リスクが

高い方へ接する際の感染対策が重要

● 追加接種により、オミクロン株に対する発症予防効果、重症化（入院）予防効果も回復すると報告され
ています。また、ご自身の症状を抑えることは入院による医療への負荷を防ぐことにもつながります。

感染拡大による夏休み明けの授業や部活動といった学校生活への影響を可能な限り
少なくするためにも、ワクチン接種をご検討ください。

日常生活を守るために

● 追加接種により、オミクロン株に対しても感染予防効果が回復することが報告されています

◆ 50代以上の年代では8割以上の方
が3回目接種済

（％）

◆ 一方、40代は6割、20、30代は
5割、10代は4割ほどの接種率

【県内の年代別３回目接種状況】

家庭内での重症化リスクの高い方への感染や、家庭から職場、友人・知人等への
感染拡大を抑えるためにも、ワクチン接種をご検討ください。

※接種率は対世代人口により算出（R4.８.１時点）

医療非常事態宣言発出中


